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市
民
の
防
災
意
識
向
上
へ

★
東
海
市
長
会
　
下
呂
市
で
初
開
催

　

東
海
四
県
の
95
市
の
市
長
で
構

成
す
る
東
海
市
長
会
の
臨
時
総
会

が
、
10
月
26
・
27
日
、
下
呂
市
で

初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

26
日
役
員
会
、
27
日
総
会
・
視

察
の
日
程
で
、
総
会
で
は
国
に
地

域
主
権
改
革
の
推
進
や
震
災
対

策
・
防
災
施
策
の
充
実
強
化
な
ど

を
求
め
る
議
案
５
件
と
経
済
・
雇

用
対
策
等
を
要
望
す
る
決
議
２
件

を
採
択
し
ま
し
た
。
視
察
で
は
下

呂
温
泉
合
掌
村
や
小
坂
町
の
巌
立

峡
や
滝
を
め
ぐ
り
、
下
呂
市
を
満

喫
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
海
市
長
会
は
年
２
回
の
総
会

と
臨
時
総
会
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

県
内
で
は
岐
阜
市
や
大
垣
市
、
高

山
市
等
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
開
催
は
合
併
で
市
と

な
っ
た
下
呂
市
が
開
催
地
に
立
候

補
し
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
　
【
経
営
管
理
部
秘
書
広
報
課
】

★
お
め
で
と
う
（
敬
称
略
）

▼
第
11
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
出
場
【
10
月
22
～
24
・
山
口

県
】
▽
陸
上
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
、50
㍍　

矢
嶋
章
浩（
24
歳
・
森
）

▼
第
42
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
陸
上
競
技
大
会
出
場
【
10
月
28

～
30
・
横
浜
市
】
▽
800
㍍ 

亀
山

茜（
金
山
中
１
）▽
走
幅
跳 

小
池

唯
未（
萩
原
南
中
１
）▽
４
×
100
㍍

リ
レ
ー 

小
池
譲
也
（
下
呂
中
２
）

★
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　

中
学
生
の
英
語
力
の
向
上
を

め
ざ
し
た
第
７
回
下
呂
市
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
10
月

７
日
、
星
雲
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
各
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
７

人
が
、
心
に
感
じ
た
こ
と
や
感
銘

を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
堂
々
と
英

語
で
ス
ピ
ー
チ
。
内
容
や
話
し
ぶ

り
、
発
音
を
基
準
に
審
査
を
行

い
、最
優
秀
賞
に
は「The m

ost 
im

portant thing

（
一
番
大
切
な
こ

と
）」を
発
表
し
た
中
島
未
華
さ
ん

（
小
坂
中
３
年
・
写
真
）が
、優
秀

賞
に
は
「“B

e S
tronger

”from
 

P
ensacola

（
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
か

ら
の
贈
り
物
）」
を
発
表
し
た
今

村
友
美
さ
ん
（
萩
原
北
中
３
年
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
主
な
入
賞
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
国
際
交
流
特
別
賞
〉

西
フ
ロ
リ
ダ
大
学
賞　

中
山
宗
一

郎
（
下
呂
中
３
）
▽
ペ
ン
サ
コ
ー

ラ
市
賞　

今
村
友
美
（
萩
原
北
中

３
）
▽
ケ
チ
カ
ン
市
賞　

中
川
瑠

香
（
萩
原
南
中
２
）

　
　
【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
】

各
地
域
で
防
災
マ
ッ
プ

作
成
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

防
災
マ
ッ
プ
と
は
、
過
去
に
発

生
し
た
災
害
情
報
や
避
難
所
ま
で

の
経
路
、
避
難
経
路
上
の
危
険
箇

所
、
避
難
に
要
す
る
情
報
や
防
災

対
応
な
ど
を
自
ら
の
手
で
地
図
に

記
述
し
た
も
の
で
す
。
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
過
程
を
通
し
て
、
問
題

点
を
見
つ
け
た
り
、
避
難
手
順
や

必
要
な
防
災
の
情
報
等
を
修
得
す

る
こ
と
が
で
き
、
自
律
的
な
避
難

行
動
を
促
し
ま
す
。
さ
ら
に
住
民

が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強
化
す
る

効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
作
成
訓
練
は
、
台

風
12
号
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

市
防
災
訓
練
（
９
月
４
日
）
に
代

え
て
実
施
す
る
も
の
で
、
自
主
防

災
組
織
（
自
治
会
）、
下
呂
市
消

防
団
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

　

８
月
と
９
月
に
市
内
を
襲
っ
た

２
度
の
記
録
的
大
雨
で
は
床
上
浸

水
、
土
砂
崩
れ
等
の
被
害
が
各
所

で
発
生
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
教

訓
も
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
防

災
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
訓
練
の
日
は
、
各
自
治
会
ご

と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
【
総
務
部
総
務
課
】

防
災
講
演
会
に
市
民
５
６
０
人

　

10
月
６
日
、
阿
寺
断
層
帯
（
萩

原
断
層
）
の
現
状
と
防
災
に
つ
い

て
の
市
民
講
演
会
を
下
呂
交
流
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
国
の
地
震
調
査
委
員

会
が
、
９
月
９
日
に
市
内
の
阿
寺

断
層
帯
（
萩
原
断
層
）
が
東
日
本

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
「
地
震
の

発
生
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
し
た
発
表
を
受

け
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
内
容

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

阿
寺
断
層
帯
（
萩
原
断
層
）
は

以
前
か
ら
30
年
以
内
の
地
震
発
生

確
率
が
６
～
11
％
と
言
わ
れ
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
防
災
意
識
が
高

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
講
演
会

に
は
５
６
０
人
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
の
名
古
屋
大
学
地
震
火

山
・
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
の

鈴
木
康
弘
さ
ん
は
、
活
断
層
・
地

動
地
形
学
を
専
門
に
さ
れ
、
国
の

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
の
専
門

委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
県
内
の
詳
細
な
活
断
層
地
図
の

作
成
に
携
わ
れ
た
方
で
す
。

　

鈴
木
教
授
は
、
阿
寺
断
層
帯
を

写
真
で
説
明
。「
30
年
以
内
で
の

６
～
11
％
の
発
生
確
立
は
、
非
常

に
高
い
確
立
。耐
震
診
断
や
補
強
、

家
具
の
固
定
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
対
策
を
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
地
震
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ

た
」、「
地
域
で
防
災
対
策
を
話
し

合
う
必
要
を
感
じ
た
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
濃
尾
地
震
１
２
０
年
に

当
た
り
ま
す
。
阿
寺
断
層
地
震
の

み
な
ら
ず
東
海
、
東
南
海
地
震
に

つ
い
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。
地

震
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
非

常
時
の
持
出
品
な
ど
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
対
策
を
は
じ
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

正しい発音で英語を
話す中島未華さん

※
地
震
調
査
委
員
会
の
発
表
内
容
に

つ
い
て
知
り
た
い
方
は
、
地
震
調
査

研
究
推
進
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w.jishin.go.jp/

地
震
に
関
す
る
評
価
（
長
期
評
価
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


